
                                                         

 

 

 

2024年は十干では甲、十二支では辰にあたり、甲辰（きのえたつ）の年です。「甲」は「甲乙丙丁～

癸」の始まりであり、「物事の始まり」とも言えます。そして、「辰」には「発芽した植物がしっかりとし

た形になる」「勢いと大きな力」「成功」という意味があるとのことです。この二つが合わさる甲辰は、一

説によれば、「新しいことを始めて成功する」「今まで準備してきたことが形になる」といった縁起の良い

年になると言われています。通級指導教室でも、通級児と一緒に、新しいことに挑戦したり、今までの学

習の成果が実を結ぶように学習を行ったりしていきたいと思います。 

１年で一番寒いこの時季、通級指導教室では、２月下旬からたけのこ教室の「６年生を送る会」やこと

ばの教室ときこえの教室の「にじいろ発表会」などの行事があります。３月まで、残り少ない後期の後半、

風邪やインフルエンザなどにかからないよう気を付けて、元気に通級してきてほしいです。 

 

 

 

 

１２月１４日（木）に、千葉市のきこえの教室（院内小・高洲第三小・誉田東小）に通う子供たちが高

洲第三小学校に集まり、交流会を行いました。対面開催は 4 年ぶりです。約 30 名の子供たちとその保

護者の方の参加がありました。 

学校紹介でそれぞれの学校のメンバーの顔を見せ合った後、「名刺交換」と「クイズでビンゴ！！」の

２つのゲームを行いました。最初は緊張をしていた子供たちも名刺交換でだんだんと打ち解け、にこやか

に「ビンゴ！」と声を挙げていました。その後、保護者勉強会も兼ねて、会場校高洲第三小学校の山越校

長先生から「子育ては、ハンバーガー」「できることに目を向けましょう」「少年は手を離せ…」というお

話をいただきました。アニメーションを交えたスライドを見入る子供たちの姿や、頷きながら聞く保護者

の方々の姿が見られました。事後学習で、さらに交流を深めていく予定です。 

 

12月 18日（月）には、6年生を対象にしたオンライン交流会を行いました。中学校で千葉聾学校

の通級指導教室を利用する子供たちにとっては、事前に顔見知りになれる機会となります。今回はきこ

えの教室の卒業生の Kさん（製菓専門学校生 19歳）をゲストティーチャーに迎え、進路を決めていく

ときの話や、専門学校での生活をスライドで紹介してもらい、事前に募った質問に答えてもらう形で進

行しました。1月以降も他の卒業生をゲストティーチャーに迎え、中学校進学の不安を軽減できるよう

にしていきます。 
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事前に集まった質問の一部 
・中学校では聞こえにくいことをどのタイミングで言い
ましたか？（クラス・部活） 
・進路を選択するときに困ったことはありましたか？ 
・何部に入っていましたか？ 
・リスニングなどのテストのときどうしていましたか？ 
・今、きこえの教室に行きたくなることはありますか？ 



  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年の干支は「辰（たつ）」ですね。ところでお子さんは「十二支」を言えますか？自分の干支は

知っていても、それ以外の干支は知らないことも多いです。新年になったらその年の干支を話題に

するとともに、十二支をお子さんと一緒に声に出して言ってみてください。何回か繰り返すことで

自然に言えるようになってきます。 

十二支とは 

「子
ね

、丑
うし

、寅
とら

、卯
う

、辰
たつ

、巳
み

、午
うま

、未
ひつじ

、申
さる

、酉
とり

、戌
いぬ

、亥
い

」の 12種類があります。 

これらは、古代中国で暦（時間など）を表すために使われていたと言われています。１日を 12に

区切って数えてもいました。そこに幸せを願う様々な意味を込めて、12の動物を当てはめたとされ

ています。例）子（ねずみ）＝子孫繁栄 

 

 

～きこえとマスクの関係～ 

乾燥対策、風邪やインフルエンザの予防、感染の拡大防止等、集団生活を送るうえでマスクは大

切な役割をしています。しかし、難聴の子供たちにとっては、不都合な面もあることを覚えておく

必要があります。 

マスクをつけたまま話すと、声がこもって聞き取りにくくなるだけでなく、口の動き、表情が見

えなくなることが、コミュニケーションの大きな壁になってしまうのです。難聴の子供たちは、そ

の場の状況、話の文脈、口の動き、表情等、様々な手掛かりを総動員して、話の内容を聞き取ろう

としています。マスクをする必然性がないときは、話をするときだけ外したり、話す内容を文字に

したりしていただけると有難いです。 

～LD 等通級指導教室１０校合同保護者学習会を行いました～ 

１２月１日（金）に千葉市教育会館で、千葉市の LD 等通級指導教室に通う児童の保護者が集まり、

合同保護者学習会を行いました。今回は、千葉市発達障害者支援センター所長、仲村美緒様をお招きし、

「中学卒業から就職までの支援」についての話を聞くことができました。主な内容は、①発達障害者支

援センターで受けられる支援について②高校で受けられる支援について③高校卒業後の進路や支援に

ついてでした。 

受けられる支援は以前よりも増え、変わってきていること、今後も良い方向に支援の内容が変わって

いくだろうとのことでした。その上で必要なことは、自分で支援を求めていく力であり、それに向けて

中学校・高校生活も送っていくことが大切であるとのことでした。 

たけのこ教室でも、自己理解につながるための自己肯定感を高められるよう、取り組んでいきます。 

 


